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7.3、 24日爆破訓練

大村部隊では 3月23日

24日(午前 811寺から午

後5時まで〉大多武演

習場で、爆破訓練を行

ないます。
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昭和36年度市民税個人申告書を各町務連絡員を通

じて送 りましたので 3月15日までにもれなく税務

課、または出張所へ申告書を出してくださL、。

なお、不明の点については税務課または出張所に

おたずねください。

申の市民税

新しく

ぼくらの校舎

流
一
貨
物
を
公
売

公
益
質
屋
の
流
質
物
を
つ
ぎ
の

と
お
り
公
売
し
ま
す
。

ム
日
時
三
月
二

十
三

日
(
木

曜
)
午
前
十
時

ム
場
所
申
央
公
民
舘

ム
公
売
品
衣
類
、
時
計
等
多
数

ム
公
売
万
法
公
入
札
、
即
時
払

な
お
、
当
日
は
公
益
賀
屋
は
休

業
し
ま
す
。

(
福
祉
事
務
所
)

市
立
西

大
村
中

学
校
校

舎
は、

昨
年
十

~

一
月
か
h

E和
築
仏

工
事
が
M

進
め
ら
目

れ
て
い
一

ま
す
。

日

乙
れ
は
鉄
筋
ブ
ロ
ッ
ク
二
階
建
、
一

延
百
八
十
二
坪
で
普
通
教
室
六
教

一

実
か
で
き
あ
が
り
ま
す
。
乙
の
ほ
円

か
便
所
一
棟
も
新
築
さ
れ
ま
す
。
日

写
真
日
西
大
村
中
学
校
校
舎
の
建

司

築
工
事

内

るでき
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農
地
の
状
況
が
ー一一ー...A

目
で
わ
か
る

職
業
訓
練
生
の

募
集
期
間
を
延
長

島
原
職
業
訓
練
所
の
訓
練
生

の
募
集
期
日
が
三
月
二
十
日
ま

で
延
長
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
希

望
者
は
早
め
に
職
業
安
定
所
ま

た
は
市
福
祉
事
務
所
へ
お
出
向

き
く
だ
さ
い

(福
祉
事
務
所
)

昨年は最高記録

7
J
7
J

市
役
所
は

い
た
し
ま
す

。

い

は

市

民

の

皆

様

と

の

話

し

合

れ
ま
す
の
で
、
市
の
方
で
土
地
題
、
そ
の
他
の
大
き
な
成
果
を
川

川

t

-

J

市
民
の
み
な
市
健
所
は
市
民
の
た
め
の
市
い
を
進
め
る
と
か
、
い
ろ
い
ろ

の
利
用
計
回
を
樹
て
て
、

「ど

挙

げ
た
沢
山
の
大
事
業
が
あ
り
…

川

~
5
D
L
さ
ん
が

「生

役
所
で
す
か
ら
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん

表
面
に
現
わ
れ
な
い
重
大
な
仕
う
か
出
来
れ
ば
冊目万
の
工
場
は
ま
す
が
、
紙
教
に
限
り
が
あ
り

川

f
:
J
I
j
f

ま
れ
て
か
ら
ど
利
用
い
た
だ
く
よ
う
、
お
願

事
を
行
な
っ
て

一
つ
の
目
標
が
と
の
地
域
に
建
て
て
い
た
だ
く

ま

す
の
で
、

詳
細
に
わ
た
っ
て
川

一

何

回

否
、
生
ま
れ

い
し
ま
す
q

定
り
ま
す
と
、
乙
ん
ど
は
こ
れ
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
は
後
日
別
の
機
会
に
お
知
ら
せ
九

3

月、υ4J
る

前

か

ら

墓

を

組

立
て
る
た
め
に
必
要
な
賢
い
う
と
と
に
し
た
万
が
よ
い
の
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
}
ω
一

場
ま
で
」
の

企

画

室

の

巻

料

の

集

か
ら
調
査
著
作
成
で
、
と
の
計
画
も
昨
年
作
成
を
な
お
、
い
ま
ま
で
に
申
述
べ
…

，

〈

お
世
話
、
さ

む
つ
か
し
い
言
葉
で
申
し
ま

等
に
取
り
か
か
り
、
つ
ぎ
に
最

終
り
ま

し

た

。

ま

し
た
と
と
は
直
接
皆
様
の
白
川

K
H

ら
に
明
る
く

す
と
、
課
設
置
条
例
で
は
「
市
良
の
計
図
書
室
一設
す
べ
く
い
そ
乙
で
、と
ん
ど
は
工
場
、
あ
に
触
れ
る
事
業
関
係
の
部
分
的
川

楽
し
く
住
む
の
総
合
的
基
本
的
な
施
策
の
調
ろ
ん
な
角
度
か
ら
研
究
を
重
ね
る
い
は
商
業
あ
る
い
は
住
宅
予
な
事
例
で
あ
り
、
乙
の
よ
う
な
川

川

乙
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

い
ろ
査
研
究、

企
画
調
整
並
び
に
重

て

行
く
乙
と
が
企
画
室
に
与
え
定
地
域
に
適
合
し
た
都
市
計
画
乙
と
だ
け
で
な
く
、
表
面
に
現
一

川

い
ろ
な
仕
事
を
す
る
と
こ
ろ
で
要
事
業
実
施
計
画
の
審
議
調
整
ら
れ
た
任
務
で
あ
り
ま
す
。
街
路
を
策
定
す
る
と
か
、
あ
る
わ
れ
な
い
む
つ
か
し
い
問
題
が
一

川

す

。

と

工

場

誘

致

に

関
す
る
こ
と
を

0

0

0

い
は
下
水
道
布
設
計
画
曹
を
作
生
じ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
川

市
民
の
み
な
さ
ん
の
な
か
に
つ
か
さ
ど
る
」
と
な
っ
て
お
り
と
れ
も
言
葉
や
文
字
で
現
わ
成
す
る
と
か
、
明
る
い
街
造
り
乙
れ
を
調
整
す
る
な
ど
の
こ
と

川

J

は、

市
役
所
は
実
際
ど
の
よ
う
ま
す
が
、
わ
か
り
易
く
い
え
ば
せ
ば
簡
単
な
も
の
で
す
が
、
事
の
計
画
も
着
々
と
進
ん
で
お
り
も
含
め
て
、
市
全
体
の
前
進
的
川

J

な
仕
事
を
し
て
い
る
か
、ま
た
、
各
課
の
予
算
暫
に
肉
付
け
さ
れ
業
次
第
で
は
一
年
な
い
し
三
年
ま
す
の
で
、

今
後
、
乙
の
骨
子
総
合
計
画
お
よ
び
研
究
、
そ
の
川

J

い
ろ
い
ろ
相
談
や
用
件
は
、
何
て
事
業
を
行
な
う
ま
で
の
準
備
が
か
り
の
難
か
し
い
技
術
を
裂
に
添
っ
た
実
施
計
両
に
遁
進
す
他
の
事
務
を
進
め
て
「
タ
¥
乙
と
川

川
諜
の
ど
の
係
に
た
ず
ね
た
ら
よ
行
為
的
な
調
査
、
た
と
え
ば
上
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
益
予
定
で
あ
り
ま
す
。
が
任
務
で
あ
り
ま
す
。

一
い
か
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
お
わ
か
り
司
の
命
に
よ
っ
て
一
つ
の
事
業
一
概
に
工
場
誘
致
と
申
し
ま

0

0

0

以
上
の
よ
う
な
内
容
の
所
で

川

川

に
な
っ
て
い
な
い
か
た
も
あ
る
計
画
を
完
成
さ
せ
る
ま
で
に
は
し
て
も
虫
が
喰
っ
た
よ
う
に
無

企
画
室
の
仕
事
は
抽
象
的
な
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ど
山

川
と
思
い
ま
す
の
で
、
本
号
か
ら
国
、
県
へ
の
折
衝
、
あ
る
い
は
鉄
砲
に
敷
地
を
定
め
て
、
思
い
説
明
で
は
お
わ
か
り
に
く
い
と

指
導
と
ご
協
力
の
程
を
お
願
い
川

「
各
課
の
事
務
取
扱
い
の
内
容
を
指
導
を
仰
ぐ
と
か
他
の
団
体
に
思
い
に
工
場
を
設
置
さ
れ
て
も

考
え
て
二
、
一二の
例
を
あ
げ
て
い
た
し
ま
す
。

-窓
口
案
内」

と
し
て
ど
紹
介
わ
た
り
を
つ
け
る
と
か
、
あ
る

市
と
し
て
の
形
体
が
そ
乙
な
わ

見
ま
し
た

が

、

他

に

も

農

政

問

(

企

画

室

)

川

ま 部 に 松
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きろ大実し月 五 た 、

は火火てか年 十 い
相各にで火ら)八ま
当地なお災 春を件ま
でにり わがに突(で
て火 易 る 起 か 破昭の
い 災いよりけし 和 最
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寅
牧
・
売
渡
台
帳
が
完
成

市
農
業
安
員
会
で
は
地
改
革

一不
審
の
点
等
が
あ
れ
ば
係
員
が
説

【
売
装
口
帳
】
買
収
し
た
農

に
よ
り
貿
収
、
売
践
し
を
し
た
農
一明
ず
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

地
等
を
干
・

地
番

・
面
積
・
価

地
等
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た
一

台
帳
の
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
り

格
・

買
受
人
の
住
所
氏
名

・
代

め
県
の
指
導
に
基
き
買
政
台
帳
、

一で

す

。

金

の

徴

版

状

況

等

を

一

筆

ζ
と

売
渡
台
帳
を
作
成
叩
で
し
た
が、

一

【
買
収
台
帳
】
買
政
し
た

農

に

掲

載

し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
よ
う
や
く
完
成
レ
ま
し

一

地
等
の
字
・
地
番

・
面
積
・
価
乙
の
台
帳
作
成
に
よ
っ
て
賀
政

た。

一
格

・
報
償
金

・
所
得
者
住
所
氏

一登
記
、
売
政
登
記
未
済
の
も
の
が

乙
の
台
帳
は
永
久
保
存
台
帳
と
一

名
・
代
金
の
支
払
状
況
が
一
筆

一相
当
数
発
見
さ
れ
ま
し
た
か
、
近

し
て
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
関
係

一

ご
と
に
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に

一く

一
筆
残
ら
ず
登
記
も
終
了
す
る

者
の
閲
覧
に
も
無
料
で
提
供
し
、

な
っ
て
い
ま
す
。
一
乙
と
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

(
農
業
委
員
告
)

三
月
か
ら
緑
化
運
動

本
年
も
一
ニ
月
か
ら
五
月
ま
で
国
一
防
風
林
な
と
公
其
の
植
樹
な
ど
も

土
緑
化
運
動
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
一
い
た
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

乙
の
間
三
月
一
白
か
ら
七
日
ま
一
で
す
の

で
緑
化
週
間
が
、
そ
の
ほ
か
緑
の
一
ま
た
、
と
く
に
最
近
は
山
火
事

羽
根
募
金
、
造
林
地
手
入
れ
コ
ン

一が
発
生
し
て
い
ま
す
。

レ
ク
リ
エ

ク
ー
ル
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
一|
シ
ョ
ン
な
ど
で
、
山
登
り
を
し

行
な
わ
れ
ま
す
。

一た
場
合
な
ど
、
タ
バ
コ
の
火
の
後

い
ま
は
植
樹
じ
絶
好
の
時
期
で

一始
末
な
ど
完
全
に
し
て、

大
切
な

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
、
職
場
一森
林
資
源
を
境
整
い
た
し
ま
し
ょ

学
校
な
ど
の
緑
化

に

つ

と

め

て

も

一

う

。

(

農

林

楳

)

ら
い
、
さ
ら
に
、
公
園
、
街
路
樹
)

三;発生しやすい気節です

火災件数、

大
中
家
畜
飼
養

家
と
し
て
兼
業
種
類
別
農
家
数

餐
良司
E負
数

農
家
数
と
頭
数

農
業
を
主
と
す

兼
業
を
主
と
す

費
飼
戸
数

〔
乳
周
牛
〕三

五
六

、
唱
。
，
bλ

〔
役
肉
用
牛
〕

草

書

一
八
五
九

二
O
凶
七

一
や
と
わ
れ
兼
業

〔
馬
〕

二
六

二

八
一
賃
労
働
省

〔豚
〕

五

七

七

一

三

八
六
一
事
務
職
組

〔め
ん
羊
〕

四

九

九

六

一
四
一
役

職

〔山
羊
」

五
四
三

六

六

四
一
季
節
山
紘

一
人
夫
日
屈

経
営
土
地
種
類

一一
【
自
営

兼

業
〕

別
耕
地
面
積

一
叫訂版
、
製
斯

一
育
林
な
と

こ
六
、
七
七
二
反

一
;

J

二一
、
三
五

五

一

漁

業

七
三
六
一・
医
院
な
と

五

五

六

一

職

人

九
八

一
自
白

・
小

七
八
一
白
百

・
大

五
一
商
白
な
と

一
三
、
七
O
O
一
内
臓
な
と

る
兼
業
農
家

る
兼
業
農
家

ハ
二
七

四 一 一一 八一
一一 一 日 一四

川 一 三九 二 二 八一九 一六 ν時 一
凶 二三 ニ JL 三 00五 八 七 三 八 七 回 九 七

三 二 四 二 九 二
一八 二 三九一 三 六 七 三 一 一 回 O 七
九 三六五六五 三ニ ー O 三三 凶 O 八 八 八

総

数
(
回
」

一
樹
闘
地
い

果
樹
闘

茶

園

義

国
そ
の
他

〔
畑〕



まのを
し温各
たか家
がい 庭
、ど に

露首需
のをし
心おて
か願 、
らい 皆 義 年 で協会村び支会同にるをいでみ
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りい 礼くちまた人い 本会ま十
でた 申乙にしち 、る市 に し五
す 地 しと 温 たに病人 居 はた 万
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(二〉

十五万二千円の浄財
歳末たすけあい募金に感謝

(矛276号)りよ大村市政だ

金

〔
学
校
】

'
【
婦
人
会
〕

。

三
二
O
円

四
O
O
円

八

O
O
円

五五

五二
二 四
四 O
円 円

三室松
城糊 !京

婦1
0 入、

t.，. 

= 

百
日
咳
と
ジ
フ
テ

リ
ア
の
予
防
接
種

(毎月 1臼.10日.r 0自費行〕

春
季
百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア

予
防
接
種
を
つ
ぎ
の
要
領
で
実

施
し
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
も

れ
な
く
接
種
し
て
く
だ
さ
い。

ム
該
当
者

①
第

一
期

生
後
三
カ
月
か
ら

生
後
六
カ
月
ま
で
の
も
の
(
四

週
間
お
き
三
回
接
種
)

①
第
二
期

初
回
免
疫
後
十
二

昭和刊年 d月10日
(昭和33年4月2l日第主種郵便物館可)

実
施
場
所

三
浦
出
揮
所

市
役
所

東
大
村
小
学
校

中
央
公
民
舘

鈴
田
出
強
所

池
田
敬
老
院

市
立
病
院

竹
松
出
頭
所

福
重
出
張
所

萱
願
出
器
附

松
原
出
張
所

第
一
回

3
月
初
日

3
-
m
 

3
・
勾

3
・
ね

3

・
n

3

・M

3
・
幻

3
・
勾

3
・
勾

3

・
m

3
・
出

通
訳
案
内
業

の
試
験

通
訊
案
内
業
法
に
よ
る
資
格
試

験
が
つ
ぎ
の
要
領
に
よ
り
行
な
わ

れ
ま
す
の
で
、

希
望
の
か
た
は
受

験
さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

ム
試
験
の
期
日
お
よ
び
場
所

ω第
一
次
第
記
試
験

期
日
H
四
月
二
十
三
日
(
日

曜
日
)

場
所
H
本
州
、
九
州
、
北
海
道

各
都
市

カ
月
か
ら
生
後
十
八
カ
月
に
い

た
る
も
の
(
一
回
接
種
)

ム
料
金

一
人
当
り
三
十
円
い
た
だ
き
ま

す
。
当
日
は
必
ず
母
子
手
帳
を

お
忘
れ
な
く
持
参
し
て
く
だ
さ

ム
実
施
場
所
及
び
時
間

(左
表
の
と
お
り
)

ム
時
間

午
後
一
時
か
ら
三
時

ま
で第

二
回

4
月
日
日

4

・η
4
-
m
 

4
・ぬ

4
-
m
 

4

・
n

4

・M

4
・
お

4
-
m
 

4
・
幻

4
・
羽

(保
険
衛
生
課
)

第
三
回

5
月
四
日

5
・
日

5
・口

5
-
M
 

5

・M
5
-
m
 

5

・n

FQ
-
M
 

5
・
お

5
・
お

5

・U

一
、
五
O
O
円
一
水
主
町

六
四
O
円
一
鈴
田
中

四
五
四
円
一
合
計

一
、
0
0
0円

イア。// 

二、

O
二
O
円

四
、
八
四
O
円

三
八
、
九
九
三
円

三
O
、
三
O
四
円

一
八
、
四
九
一
円

八
、
一
九
五
円

四
、
九
一
一
一
一円

五
、
一
八
O
円

ン
チ
と
す
る
。
い
も
は
お
伏
せ

〔
み
か
ん
】

乾
焼
し
や
す
い
の
で
、
ぬ
れ
延

…

と
し
、

種
い
も
の
見
え
な
い
程
植
付
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
に
包
ん
で
お
く
乙
と
。
似
は
白
川

度
に
覆
土
す
る
。
そ
の
上
に
完
一
で
、
そ
れ
ぞ
れ
準
備
を
終
ら
然
の
ま
ま
四
万
に
拡
げ
細
い
土
一

隅
は
収
量
が
培
加
(
七
J
一
O
坪
)
と
す
る
。
熟
培
肥
を
う
す
く
か
け
る
。
れ
て
い
る
と
と
と
思
い
ま
す
が
を
手
で
よ
く
詰
め
じ
ゅ
う
ぶ
ん
川

岳

し

、

労
力
の
配
分

①
種
い
も
の
所
要
量
は
ニ
三
苗
床
の
管

理
上
の
注
意

植
え
つ
け
に
当
つ
て
は
つ
ぎ
の
潜
水
す
る
。
根
の
先
端
は
で
き
干

が
よ
く
な
り
、
さ

O
J
二
六
0
グ
ラ
ム
の
大
き
い

①
床
土
が
乾
燥
し
易
い
か
ら
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
る
だ
け
深
く
入
る
よ
う
に
注
意

r

↑

ら
に
作
り
土
の
流
も
の
は
一

0
ア
ー
ル
当
り
一

一

日
中
に
潜
水
す
る
乙
と
。
乾
燥
①
前
が
着
い
た
ら
水
を
じ
ゆ
す
る
乙
と
が
大
切
で
あ
る
。
植
川

…

亡
希
防
ぎ
、
地
力
五
キ

ロ
グ
ラ
ム
は
必
要
で
あ
る
す
る
と
発
芽
が
お
く
れ
る
。

う
ぶ
ん
に
吸
わ
せ
、
根
ぞ
閲
め

え
つ
け
の
深
さ
は
、
探
く
な
り
干

一
彦
維
持
す
る
乙
と
が
で
き
る
有
ぬ
市
床
の
巾
は
ピ
エ
ー
ル
の
②
夜
間
は
コ
モ
考
か
け
て
保
て
い
る
土
を
寸
寧
に
洗
い
落
す

易
い
の
で
注
意
す
る
乙
と
。

大

川

司
利
な
条
件
を
そ
な
え
た
作
り
方

巾

で

決

め

る

。

温

に
努
め
る

乙

と

。

乙

の

と

き
荒
く
あ
つ
か
っ
て
根

体
接
太
郎
が
五
分
I
一
寸
位
出
F

川
で
す
。
そ
の
育
苗
方
法
、

お

よ

而

苗
床
の
肥
料
は
一
元
肥
は
全

①
床
温
が
三
七
度
以
上
に
な
を
切
ら
な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
る
程
度
が
望
ま
し
い
。

{

一

び

育
苗
上
の
議
事
項
は
つ
ぎ

両
に
散
布
し
土
塘
と
よ
く
ま
ぜ
る
と
種
い
も
が
留
り
易
い
か
ら

と

。

植

え

終

っ
た
ら
軽
く
抑
え
、
一

…
の
と
お
り
で
す
。

る
。
一
ニ
ニ
ニ
平
方
日
当
り
地
換
気
こ
ト
ヒ
意
す
る
と
と

。

②

一

年

集
凹
木
は
接
着
部
か

泊
に
は
竹
の
安
打
川
を
添
え
て
立

斗

肥
を

一
九
J
一ニ
五
キ
ロ
グ
ラ
ム

t
F」

苗
は

ビ
ニ
ー
ル
の
被
噴

④
発
芽
後
は
高
調
多
視
と
な
ら
一

尺
ニ
寸

(約

三
七
セ
ン
て
結
束
す
る
。
根
一万
を
少
し
は

…

硫
安
一
一
五
J
一
九
0
グ

ラ

ム

"

…

育

苗
を

油
粕
一
九
0
グ
ラ
ム
を
標
準
と

り
徒
長
し
易
い
の
で、

晴
天
の
チ
)
内
舛
の
充
実
し
た
丈
夫
の
な
し
て
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
敷
草
を
守

-

①
種
い
も
は
必
ず
温
湯
消
毒
す
る
。

と

き

は
と
く
に
換
気
を
は
か
る
芽
の
あ
長
所
か
ら
国
定
ず
る
。
し
て
お
く
。

商
に
う
ず
く
ワ
ラ

…

…

を

す
る

(四
八
度
に
四
O
分
浸

⑤

種
い
も
の
伏

込

は

三

月

中

乙

と

。

盲

目

が

あ

る

の

で

注

意

す

る

と

ト
ピ
を
か
け
て
お
け
ば
非
常
に
…

(共
同
募
金
会
大
村
支
会
、

一

漬
)

旬
と
し、

距
離
は
二
四
×
二
四
⑤
陸
相
の
心
配
が
な
く
な
っ

と

。

よ

い

。

一

大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会
)

一

∞
苗
床
の
面
積
は
一

O
ア
1

セ
ン
チ
ま
た
は
二
四
×
ニ
ニ
セ
た
ら
ピ

一丁
ル
を
除
く
。

①
植
え
つ
け
る
と
き
は
制
は
(
県
民
業
改
良
普
及
所
)
一

。// 

【
個
人
〕

池
田
住
宅

上
田
英
子

三
、
0
0
0円、

制
第
二
次
節
記
誌
験

旬
ム
願
普
受
付
期
間

三
月
十
六
日
か
ら
四
月
一
日
ま

で
東
京
都
干
代
田
区
丸
の
内

一
ノ
一
運
輸
省
観
光
局
業
務

課
へ
書
留
便
で
送
る
乙
と
。

郵
送
の
場
合
は
四
月
一
日
付
け

消
印
の
あ
る
も
の
有
効

七
月
下

ム
く
わ
し
い
と
と
は
市
商
工
水
産

課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い。

(
商
工
水
産
課
)

自
動
電
話
へ
の
改
式
は

5
月
か
ら

大
村
箇
報
憧
話
局
で
は
三
月

中
旬
か
ら
自
動
電
話
へ
改
式
す

る
よ
う
単
備
を
進
め
て
い
ま
し

た
が
、
工
事
の
都
合
で
延
期
し

て
五
月
か
ら
改
め
る
見
込
み
で

す
か
ら
ど
了
知
く
だ
さ
い
。

(
大
村
略
報
隠
話
局
)

戦
傷
病
者
等
の
固
有
鉄

道
無
賃
乗
車
券
の
交
付

本
年
度
分
の
申
請
が
三
月
下

旬
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

早
目
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
用
紙
は
福
祉
事
務
的

に
準
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

百
五
十
円
を
添
え
て
県
連
合
傷

関
軍
人
会
に
申
請
書
を
出
し
て

く
だ
さ
い
。
(
福
祉
事
務
所
)

公
務
傷
病
に
よ
る
恩
給

の
請
求
は
三
月
末
ま
で

傷
病
恩
給
の
該
当
者

(昭
和

二
十
九
年
四
月
一
日
以
前
に
お

い
て
旧
第
七
項
症
よ
り
第
四
款

症
ま
た
は
回
症
に
よ
る
傷
病
年

金
、
傷
病
賜
金
の
裁
定
を
受
け

た
も
の
で
、
そ
の
障
害
程
度
が

宗
盛

一

五
O
O円
、

栗
原
タ
カ

五

O
O
円

一
五
二
、
O
四
一
円

配

分

先

大
村
地
区
療
養
者
連
合
協
議
会

二
、
0
0
0円

生
活
困
窮
者
九
九
、一

O
O円

全
日
自
労

一
O
、
0
0
0山

市
内
福
祉
施
設

七
、
九
O
O円

所

要

経

費

て

五
九
一

円

市
共
同
募
金
へ

八配
分
後
に
集
つ

た
分
)
ゴ
二
、
四
五
O
円

計

一
五
二
、

O
四
一
円

差
引
残

金

な
し

恩
給
法
に
一か
す
第
五
款
症
以
上

に
該
当
す
る
障
害
者
)
の
請
求

期
間
も
三
月
三
十
一
日
で
請
求

権
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

未

請
求
の
か
た
は
早
急
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
二

月
十
日
の
市
政
だ
よ
り
を
み
て

く
だ
さ
い
。

(福
祉
事
務
所
)

15 
日

発
明
巡
回
相
談

発
明
協
会
で
は
つ
ぎ
の
要
領
に

よ
り
発
明
巡
回
相
談
会
を
開
山
惜
し

ま
す
の
で
、
ど
希
望
の
か
た
は
ご

利
用
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

ム
巡
回
相
談
の
内
容
特
許
、
実

用
新
案
出
願
手
続
き
並
び
に
出
願

中
の
諸
注
意
事
項
、
そ
の
他

ム
日
時
開
催
場
所
三
月
十
五

日
(
水
曜
日
)
午
後
一
時
三
十
分

大
村
商
工
会
議
所

ム
講
師
発
明
協
会
長
崎
支
部
理

事
宮
原
寛
算

(商
工
水
産
課
)

育
児
カ
レ
ン
ダ
ー

を
無
料
で
配
布

県
で
は
、
昨
年
四
月
、

子
ど

も
を
正
し
く
立
派
に
そ
だ
て
て

い
た
だ
く
た
め
に
h
q

愛
児
の
ゆ

甘
藷
の
早
植
栽
培

た
か
な
成
長
の
た
め
に
。
と
い

う
育
児
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し

満
五
才
ま
で
の
子
と
も
さ
ん
を

お
も
ち
の
家
庭
を
対
象
に
配
布

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ん
は
有
効
に
利
用
さ
れ
て
い
る

と
と
と
思
い
ま
す
。

乙
の
た
び
昭
和
三
十
五
年
度

分
と
し
て
県
か
ら
迫
加
送
付
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
つ
ぎ
に
よ

り
配
布
し
ま
す
の
で
、
該
当
の

か
た
は
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い

ム
配
布
の
方
法

①
対
象
者
満
五
才
ま
で
の
子

ど
も
の
あ
る
家
庭
。

①
配
布
場
所
前
役
所
保
険
衛

生
課
ま
た
は
も
よ
り
の
出
騒
所

①
そ
の
他
受
け
取
ら
れ
る
と

き
ほ
必
ず
母
子
手
帳
と
印
鑑
を

ど
持
参
く
だ
さ
い
。

④
内
容
と
の
育
児
カ
レ
ン
ダ

ー
は
、
坑
児
用
(
出
生
か
ら
十

ニ
カ
月
ま
で
の
子
ど
も
の
た
め

の
も
の
)
と、

幼
児
用
(
一
才

1
ニ
才
、
二
才

t
三
才
、
一ニ才

1
四
才
、
四
才

t
五
才
、
五
才

J
六
才
)
と
に
分
け
て
お
り
、

子
ど
も
の
そ
だ
て
万
に
つ
い
て

専
門
の
先
生
方
に
よ
り
、

だ
れ

に
で
も
わ
か
り
や
す
く
、
見
や

す
く
つ
く
っ
て
あ
り
ま
す
。

内
容
は
子
ど
も
の
「
発
育
」

「
栄
袈
」
「

一
日
の
生
活
」

「
運
動
」
「
目
や
耳
の
は
た
ら

き
」
「
心
の
動
き
」
等
に
つ
い

て
く
わ
し
く
説
明
し
、
「
健
康

相
談
」

「保
健
衛
庄
」
「
発
育

と
し
つ
け
」
を
指
導
し
て
お
り

ま
す
。

な
お
、

子
ど
も
さ
ん
の
年
令

に
応
じ
て
無
料
で
差
上
げ
る
乙

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

(
保
険
衛
生
課
)

日
日
、
山
根
薫
先
生

の
講
演
会

市
教
育
委
員
会
、
大
村
市
公

民
舘
連
絡
協
議
会
で
は
説
香
運

動
に
よ
っ
て
青
少
年
の
育
成
、

家
庭
教
育
の
充
実
に
つ
と
め
て

い
ま
す
が
、
乙
の
た
び
読
書
運

動
使
用
テ
キ
ス
ト
著
者
山
根
源

先
生
(
埼
玉
大
学
教
授
)
を
招

い
て
講
演
会
を
開
く
と
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
、

多
数
ご
聴
講

く
だ
さ
い。

ム
日
時
三
月
十
三
官
午
後

一

時
三
十
分

t
四
時

ム
場
所
中
央
公
民
舘

ム
精
題
未
定
で
す
が
、
青
少

年
育
成
、
家
庭
教
育
に
関
す
る

も
の

(市
教
委
)

ゴ
ミ
手
数
料
に
督
促

昭
和
三
十
五
年
度
第
四
期
分

(
一
}
三
月
)
の
汚
物
搬
出
手

数
料
約
額
告
知
書
は
三
月
十
五

日
付
で
町
務
連
絡
員
を
通
じ
て

お
手
も
と
に
お
送
り
す
る
予
定

で
す
。
納
期
の
三
月
二
十
五
日

ま
で
に
は
お
忘
れ
な
く
市
金
庫

ま
た
は
、
お
近
く
の
出
張
所
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
告

知
書
の
来
な
い
か
た
、
紛
失
さ

れ
た
か
た
な
ど
は
係
ま
で
と
連

絡
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

(
保
険
衛
生
課
)

柔
道
昇
段
試
験

ム
日
時
、
場
所
三
月
十
九
日

午
後
一
時
大
村
中
学
校
道
場

ム
審
査
段
三
段
以
下

ム
申
込
当
日
ま
で
大
村
ス
ポ

ー
ツ
社
ま
た
は
誌
験
場
へ
、
審

査
料
四
百
円
を
添
え
て
申
込
み

の
と
と
。
(
大
村
柔
道
協
会
)

敬
老
院
へ
寄
付

(
お
年
7
月
1
初
年
1
月
)

ム
菓
子
一
ニ
O
包

併
教
婦
人
会

ム
菓
子
一
ニ
O
包

静
子

鈴
田
専
念
寺

ム
七
O
O円
抗
出
津
郷

儀
八

鈴
木
ム
み
か
ん
ニ
凶
キ
ロ
、
モ
チ
二
五

キ
ロ
高
松
玄
治

ム
弁
当
ほ
か
一ニ
O
人
分
大
村
部
ム
み
か
ん
七
二
キ
ロ
、
リ
ン
ゴ
五

隊
員
婦
人
藤
吉
久
子
ほ
か

二

四

キ

ロ

セ

ン
ト
ラ
ル
パ
チ

μ

九

名

コ

(

小

林

)

ム
あ
め
が
た
四
O
本
、
チ
リ
紙
三
ム
モ
チ
二
八
キ
ロ
千
綿
婦
人
会

O
束
、
古
着
九
点
三
城
婦
人
ム
ハ
タ
キ
二
本
、
雑
布
四
枚
、
枕

会

溝
口
梅
子
ほ
か
一
七
名
巻
二
枚
、
モ
チ
福
重
地
区
中

ム
ア
メ
一
ニ
・
キ
ロ
長
崎
市
立
敬
老
学
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

ト

森
永
ハ

院
職
員

野
村
為
一
ほ
か
三
名
ル
ミ
ほ
か

ム
八
四
二
円
純
心
幼
稚
園
ム
ア
メ
一

・
四
キ
ロ
西
小
六
年

ム
み
か
ん
二
一
キ
ロ
大
村
市
社
ミ
サ
子

会
福
机位
協

議

会

ム

モ

チ

三

五

キ

ロ

本

経

寺

ム
シ
ャ
ツ
、
菓
子
ほ
か
三
三
名
分
ム
ニ
、
0
0
0円
萱
瀬
婦
人
会

大

村

部

隊

ム

ア

ー

モ

ン

ド

チ

ョ

コ

レ

ー
ト、

ム
シ
ャ
ツ
三
三
枚
丸
三
材
木
庖

シ
ロ
ッ
プ
六
O
袋
、
し
る
こ
一

ム
み
か
ん
一
二
キ
ロ
訴
訪
問

O
袋
古
町
住
宅
某
氏

井

上

尚

庖

ム

六

O
円
宛
三
二
名
分
大
村
市

ム
み
か
ん
七
二
キ
ロ
日
本
看
護
社
会
福
位
協
議
会

協
会
長
跡
県
支
部
東
彼
地
区
宥
ム
憶
話
機
台
、

テ
レ
ビ
台
皆
山

護

婦

一

同

春

一

ム
み
か
ん
ニ
四
キ
ロ
上
小
路
ム
五
O
円
宛
三
二
名
分

婦
人
会

ム
一
、
二

O
四
円
福
重
日
曜
学
ム
五
、

0
0
0円

校

小

供

会

式

会

社

ム
三
、

0
0
0
円

高

ム
五、

0
0
0円

木

松

次

郎

リ

i
ク
ラ
ブ

上
小
路

大
村
耐
火
株

諏
訪
町

大
村
ロ
!
タ

私2
潟三

西
大
村


